
笠間市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

しらゆりサロン

◦昭和 50年代に造成された団地で、自治会には 43
戸ほどありますが、高齢化と死別により一人くらし
の方が増えています。若い世帯は３軒で、空家も３
軒あります。

◦病気などで家にひきこもりがちになるお年寄りの
「いこいの場」があるといいね～と声をかけられ安
心して暮らすことができ、顔が見えることで異変に
も気づけるようなサロンに取り組みました。
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開催日及び開催頻度

週１回（木曜日）　
10：00～12：00

開 催 拠 点
会計担当のお宅の敷地内プレハブ
※現在はソーシャルディスタンスの
ため駐車場を利用

代 表 者 氏 名 安藤　一

１回の参加人数 10名

参 加 費 500円／月

広 報 方 法 ◦回覧で団地へ
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サロンに取り組む動機・サロンの将来像

開催地域の様子

－2�－

◦市役所
◦民生委員

◦参加者からの参加費

◦地域づくり研修会へ10月参加

◦他のサロンの方達との交流

◦毎週開催することで、わすれにくい。

◦参加できる時だけ参加できる。

◦話の流れでやりたいことが決まる。

◦全員で運営している。

助成金でパワーアップした活動
◦野外でのサンマバーベキュー。毎週集まるので個個
の体調管理が出来ます。

サロン活動の醍醐味
◦話し合ってきめたことがすぐ実現できます。今年は
リンゴ狩りに大子に行きました。

メッセージ
◦しゃべって、笑って、長いきできる。ソーシャルディ
スタンスを守って、マスクして。

◦３月～５月までコロナで休み。６月再開し、駐車場
利用に変更。各自マスク、自分の飲み物持参。一人
一人離れて座る、体温チェック、手指消毒する様に
しました。

サロンのウリ

連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ

コロナ禍でのサロン活動について
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